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広報No. 1 64 昭和55年 4月1日

(55年3月 1日現在)

村のようす

世帯数

人口

男

女

あ
が
村
一
い
も
額
一
階
建
お
@
具
、
ぇ

待

Zm-一
営
位
宅

か
ね
て
匙
設
中
で
あ
っ
た
鉄
筋
コ
ン

グ
リ

i
ト
四
階
建
の
公
営
住
宅
が
、
ラw

」ー

入
居
者
を
待
つ
ば
か

り
と
な
り
ま
し
た
。

の
ほ
ど
完
成
し
、

こ
の
住
宅
は
、
我
が
村
で
は
一
番
高

い
建
物
で
、
大
字
中
字
蕨
岡
地
内
の
見

晴
ら
し
の
良
い
高
台
に
建
設
さ
れ
、
近

代
的
な
設
備
と
内
装
、
そ
し
て
使
い
易

い
間
取
り
が
く
ふ
う
さ
れ
、
外
に
は
幼

児
の
遊
園
地
や
駐
車
場
等
も
設
け
ら
れ

て
お
り
、
き
っ
と
入
居
者
を
満
足
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

。
総
工
事
費数式

一
O
四、

八
四
二
千
円

。一戸

一
六
一
戸

一一D
K
会
ハ
六
、

。

型

平
方
米
)
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1，711 0.1 % 財寄懇産付入収金金人2402 
5，000 2，096 歳入の状況

呆越金 22，200 1.85ぢ
諸収入 ，4，59 1 0.496 

530，000 

43.2 % 

労働費
45 

商工費
3，590 
0.3% 

災害復旧費
2 

諸支出金
2 

予備費
3.909 
0.3彪

自動車取得

税交付金

14，000 1.2% 

交通安全対策

特別交付金400

2 

歳出の状況 (単位:千円)

仏語オrr¥h??

280，59 1 

22.9形
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事瞳4干ゐ苗7描万7干開
前年比 7.6%の増

(単位:千円〉

科 自 金額 構成比 説 明

1.総務費 1 6.07 4 4.6 事務費や徴税のための経費

2.保険給付費 3 1 8，4 2 5 91.9 国保が支払う医療費

3.保険施設費 468 0.1 疾病予防費他

4.基金積立金 1，838 0.5 基金の和子を基金に積立てる

5.公債費 借入金の利子(借入れ予定なし)

6.諸支出金 503 0.2 税金の還付金など

7.予備費 9.398 2.7 予算外の支出があったときの予備

歳出合計 346.707 100.0 

出歳
(単位:千円)

科 白 金額 構成比 説 明

1 .保険税 1 29，589 37.% 4 被保険者が納める税金

2.手数料 3 滞納督促手数料

3.国庫支出金 209，073 60.3 
支払いのため、国や県

4.県支 出金 からの補助金

5.財産収入 1.836 0.5 国保基金積立の利子

6.繰入金 5，570 l.o 一般会計から繰り入れられるお金

7.繰越金 昭和53年度の繰越金
(6月iζ確定する〉

8.諸収入 634 0.2 預金利子その他

歳入合計 346.707 100.0 
開

入歳

ちわけ

京
t

M
m
有
γ
り

税

は

保

ぶ

取

〔

地

0

問

8
仕

9

L
応
v
u
Q
U

ロ
刀

Qυ

木

ι
特

4

f
i
l
l
j

、i
l
l
l
、

税

44.722 

26.4;;;ぢ

民

甲つの村税

(単位:千円)保
険
給
付
の
内
容

O
療

養

諸

費
二
億
八
千
六
百
二
万
四
千
円

被
保
険
者
が
医
者
に
か
か
っ
た
場

合
、
療
養
費
を
‘
給
付
す
る
も
の
。

法

定

七

割

給

付

乳
幼
児
十
割
給
付

妊
産
婦
十
割
給
付

。
高
額
療
養
費

二
千
七
百
二
拾
三
万
一
千
円

一
ヶ
月
三
万
九
千
円
以
上
の
医
療

9 1，9 25 

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
超
え
た

金
額
を
給
付
す
る
も
の
。

O
助

産

費

四

百

八

万

円

被
保
険
者
が
出
産
し
た
場
合
、
助

産
費
と
し
て
八
万
円
(
昨
年
十
一
月

ま
で
六
万
円
)
を
支
給
す
る
も
の
。

0
葬

祭

費

百

拾

万

円

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
葬

祭
賞
と
し
て
二
万
円
(
昨
年
十
一
月

ま
で
一
万
円
)
を
支
給
す
る
も
の
。
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三
月
定
例
議
会
は
、
去
る
三
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の
五
日

間
に
わ
た
り
'行
わ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
に
あ
た
り
村
長
の
施
政
方
針
の
開
陳
が
提
案
理
由
の

説
明
に
先
だ
ち
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
は
十
四
件
、
昭
和
五
十
五
年
度
予
算

や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
て

又
一
選
挙
管
理
委
一
員
汲
び
補
充
員
の
選
挙
を
行
な
い
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
と
村
長
の
施
政
方
針
の
中
か
ら
重
点
施
策
を

抜
粋
し
掲
載
り
た
芯
ま
す
。

口
村
長
の
施
政
一労
パ針
か
ら

今
年
度
の
重
点
施
策
と
も
て
次
の
四

つ
の
柱
を
掲
げ
て
お

b
ま
す
。

道
路
改
良
舗
装
等
に

約

四

一億

円

第
一
点
と
し
て
快
適
で
よ
り
住
み
良

い
生
活
環
境
の
整
備
だ
あ
り
ま
す
、
美

し
い
自
然
環
境
を
保
全
し
'な
が
ら
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
進
め
必
要
な
生
活
環

境
施
設
を
整
備
し
都
市
的
ザ
i
ピ
ス
の

充
実
を
図
り
健
康
で
安
全
な
定
住
圏
を

作
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
本
年
度
の
投
資
事
業
の

最
重
点
を
道
路
の
改
良
舗
装
促
進
に
お

き
幹
線
村
道
並
び
に
生
活
道
路
を
中
心

に
農
道
、
林
道
等
を
合
、め
を
約
四
億
円

を
予
算
に
計
上
し
併
せ
て
県
道
、
農
免

道
の
改
良
整
備
を
促
し
な
が
ら
村
内
道

路
の
飛
躍
的
な
改
良
を
図
る
所
存
で
あ

り
ま
す
、
叉
こ
ふ
数
年
に
わ
た
っ
て
人

口
漸
増
に
よ
る
住
宅
需
要
に
対
応
す
る

た
め
に
村
営
住
宅
の
建
築
を
進
め
て
来

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
も
東
部
地
区

に
新
た
に
五
戸
設
置
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
そ
の
外
広
域
簡
易
水
道
の
整

備
交
通
安
全
判
策
、
消
防
施
設
、
一
部

事
務
組
合
に
去
る
環
境
衛
生
施
設
等
の

改
善
充
実
を
図
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
(
前
年
度

当
初
に
対
し
〉
五
十
一
%

と
大
巾
な
伸
び

第
二
点
は
、
活
力
あ
る
農
業
の
発
展

で
あ
り
ま
す
。

自
本
農
業
を
取
り
ま
く
諸
情
勢
は
誠

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
、
高
度
経

済
成
長
の
施
策
の
工
業
優
先
、
貿
易
重

視
、
農
産
物
輸
入
の
犠
牲
を
強
え
ら
れ

食
糧
の
自
給
率
の
低
下
、
農
地
利
用
率

の
減
退
、
農
業
後
継
者
の
著
し
い
減
少

と
農
業
は
全
く
困
迷
と
表
退
の
現
状
で

あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
加

え
て
米
の
生
産
調
整
、
農
産
物
の
過
剰

と
価
格
の
低
迷
、

a

流
通
機
構
の
不
備
等

政
府
の
農
政
施
策
の
貧
困
の
責
任
を
問

い
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

玉
川
村
は
従
来
も
一
貫
し
て
農
業
の

振
興
を
重
点
施
策
と
じ
て
掲
げ
農
業
の

体
質
改
善
と
基
幹
作
物
の
近
代
化
を
進

め
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本

年
度
も
母
畑
農
用
地
開
発
事
業
、
阿
武

隈
開
発
中
部
第
二
地
区
の
実
施
計
画
の

策
定
、
地
域
農
政
推
進
活
動
等
を
進
め

る
と
共
に
農
道
、
林
道
、
農
免
道
或
い

は
老
朽
溜
池
の
改
修
、
葬
補
助
融
資
事

業
、
小
規
模
土
地
改
良
事
業
等
を
進
め

て
農
用
地
の
拡
大
と
基
盤
の
整
備
を
進

め
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
叉
ま
ゆ
生
産
、

中
核
団
地
育
成
事
業
等
の
養
蚕
振
興
対

策
、
鮮
度
維
持
対
策
事
業
に
よ
る
野
菜

出
荷
保
冷
庫
の
設
震
、
へ
き
地
農
山
村

振
興
事
業
、
高
令
者
肉
用
牛
飼
育
事
業

そ
の
他
飼
料
、
防
疫
等
の
畜
産
振
興
施

J

策
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

更
に
水
田
利
用
再
編
対
策
の
推
進
と

転
作
促
進
対
策
事
業
も
行
な
い
長
期
に

わ
た
る
と
思
か
ー
が
ま
す
米
の
自
給
の
調

整
に
鍛
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
三
点
は
豊
か
な
人
間
形
成
の
た
め

の
教
育
文
化
の
充
実
で
あ
り
ま
す
、
来

た
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
目
指
し
て
幸

福
な
社
会
を
作
り
、
且
つ
支
え
て
行
く

た
め
に
は
国
民
は
確
か
な
撰
択
と
実
践

を
適
切
に
し
か
も
継
続
的
に
行
な
わ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
物
の
豊
か
さ

と
心
の
豊
か
さ
が
秩
序
と
調
和
を
保
ち

参
加
と
連
帯
の
意
識
と
価
値
感
に
連
が

る
人
間
形
成
は
教
育
と
文
化
の
使
命
で

あ
り
ま
す
。

玉
川
村
も
中
学
校
の
施
設
の
老
朽
不

備
と
社
会
体
育
の
特
に
村
民
グ
ラ
ン
ド

の
課
題
を
未
解
決
の
ま
ふ
に
残
し
て
お

り
ま
す
が
汗
全
で
の
小
学
校
、
幼
稚
園

保
育
所
、
公
民
館
j
体
育
館
、
就
業
改

善
h
h
v
JP

宗
十
警
の
整
備
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
は
~
こ
れ
ら

の
活
用
に
よ
る
教
育
効
果
の
増
進
と
普

及
と
利
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
運
営

管
理
と
機
能
の
効
率
化
、
必
要
な
施
設

の
設
備
、
備
品
と
教
材
等
の
充
実
及
び

事
業
費
の
増
大
を
回
っ
て
幼
児
教
育

義
務
教
育
、
社
会
教
育
及
び
社
会
体
育

と
交
化
の
振
興
を
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

第
四
点
は
住
畏
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
で
あ
り
ま
す
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
は

安
全
で
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
保

障
す
る
責
任
と
機
能
を
果
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
、
い
わ
ゆ
る
高
福
祉
社
会

建
設
と
そ
政
治
の
究
極
の
目
標
で
あ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
、
私
は
行
財

政
能
力
を
踏
え
そ
の
範
囲
と
限
界
を
拡

大
し
な
が
ら
必
要
な
施
策
を
き
め
細
か

く
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
老
人
、
児
童
、
母
子
等
の
福
祉
の
向

上
を
圏
り
施
設
の
充
実
と
活
用
を
促
し

寝
た
き
り
老
人
或
は
身
障
者
の
在
宅
福

祉
の
向
上
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

助
長
等
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
り
ま

す。
又
村
民
の
健
康
対
策
と
し
て
村
民
健

康
守
つ
く
り
を
推
進
し
、
保
健
衛
生
の
普

及
及
び
予
防
検
診
の
無
料
化
に
よ
る
徹

底
に
努
め
る
と
共
に
公
立
岩
瀬
病
院
等

医
療
機
関
を
確
保
し
国
保
事
業
の
運
営

を
効
率
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

役
場
庁
舎
の
一
部
改
築
さ

れ
る

現
在
の
役
場
庁
舎
が
狭
く
な
っ
た
の

と
屋
上
部
分
の
修
理
と
併
せ
て
改
築
し

前
年
度
の
支
所
の
整
備
と
相
侯
っ
て

役
場
庁
舎
の
環
境
を
整
備
し
行
政
能
率

の
増
進
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

口
可
決
さ
れ
た
議
案
と
内
容

ム
議
案
第
二
考
玉
川
村
立
幼
稚
園
条

例
の
一
部
改
正
d

に
つ
い
て

こ
の
度
の
改
正
は
授
業
料
の
改
正
で

あ
り
ま
す
。

ム
議
案
第
三
号
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

ム
玉
川
村
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

以
上
ニ
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
各
種

委
員
及
び
消
防
団
員
の
報
酬
額
の
改
正

と
、
消
防
団
員
の
定
数
削
減
を
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ム
議
案
第
五
号
玉
川
村
土
地
開
発
基

金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
度
中
に
基
金
よ
り
生

ず
る
利
子
を
基
金
に
繰
入
れ
る
基
金
額

の
改
正
で
あ
り
ま
す
。

ム
議
案
第
六
号
玉
川
村
営
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

公
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
と
し
て
の

収
入
基
準
が
改
正
さ
れ
た
の
に
伴
な
い

村
営
住
宅
管
理
条
例
の
所
要
額
の
改
正

で
あ
り
ま
す
。

マ
議
案
第
七
号
村
営
住
宅
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
没
公
営
住
宅
建
設
事
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業
と
し
て
建
築
の
閉
山
団
地
十
六
戸
の

位
壁
及
び
戸
数
を
加
え
る
改
正
で
あ
り

ま
す
。

ム
議
案
第
八
号
公
有
財
産
の
処
分
に

つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
度
の
計
画
と
し
て

須
釜
支
所
の
改
築
を
じ
ぞ
お
丸山川
ま
す
が

こ
れ
の
旧
建
物
に
つ
い
て
取
り
こ
わ
し

を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
子

ム
議
案
第
九死
号
昭
和
五
十
戸四
年
度
一

般
会
計
補

E
予
算
ハ
第
五
号
、予
案
に
つ
い
て

今
回
の
補
五
額
は
一
千
四
百
五
十
四

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
で
十
一
二
億

七
十
八
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

ム
議
案
第
十
号
昭
和
五
十
四
年
度
玉

川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
〈
第
二
号
)
案
に
つ
い
て

今
回
の
補
正
は
国
庫
支
出
金
等
の
交

付
見
込
額
が
大
方
決
定
を
見
ま
し
た
の

で
こ
の
結
果
百
九
十
九
万
六
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
で
三
億
二
千
九
百
五

十
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

ム
議
案
第
十
一
号
昭
和
五
十
四
年
度

玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

昭和55年 4月 1日5 

紙
上
を
お
か
り
し
て
ご
挨
拶
申
上
げ

ま
す
。
~昭
和
五
十
一
年
三
月
十
日
以
来

満
四
年
間
玉
川
村
収
入
役
と
し
て
村
財

政
を
担
当
し
、
不
肖
な
が
ら
無
事
そ
の

任
を
果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ひ
と
え
に
村
民
の
若
様
方
の
ご
支
援

ご
協
力
の
お
か
げ
と
深
〈
感
謝
申
土
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
任
期
満
了
を
機
に
新
進
の
方
の

(
第
三
号
〉
案
に
つ
い
て

今
回
の
補
豆
は
事
業
収
益
で
十
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
で
四
千
九
十
万

五
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o
v

ム
議
案
第
十
二
号
昭
和
五
十
五
年
度

玉
川
村
一
般
会
計
予
算
(
案
〉
に
つ
い
て

新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
っ
て
は

財
源
の
伸
び
が
見
込
め
な
い
た
め
、
一

般
行
政
経
費
の
節
減
合
理
化
、
財
源
の

重
点
的
且
つ
効
率
的
な
配
分
に
よ
る
節

度
あ
る
財
政
運
営
を
図
り
、
緊
急
を
要

す
る
も
の
を
重
点
的
に
配
慮
し
予
算
が

編
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

主
な
重
点
事
業
と
し
て

一
、
住
民
生
活
路
線
の
道
路
改
良
舗
装

二、

農

・
林
道
の
改
良
整
備

一
エ
、
非
補
助
土
地
改
良
事
業
の
導
入

四
、
役
場
庁
舎
の
改
築
事
業

五、

農
業
振
興
の
た
め
の
施
設
事
業
の

実
包

六
、
消
防
施
設
の
整
備

な
ど
が
主
な
重
点
事
業
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
お
り
ま
す
、
そ
の
結
果
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
十
二
億
二
千
七
百
五

十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
前
年
対
比
五
・
六
%
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

草

野

豊

ム
議
案
第
十
三
号
昭
和
五
十
五
年
度

玉
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

〈
案
)
に
つ
い
て

老
人
医
療
、
高
額
療
養
費
な
ど
医
療

需
要
は
益
々
増
大
、
国
保
財
政
は
困
難

の
度
を
増
し
て
い
る
が
、
村
民
の
健
康

増
進
と
、
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
適

正
な
保
険
給
付
を
行
い
、
こ
れ
を
賄
う

に
足
り
る
保
険
税
を
公
平
に
賦
課
徴
収

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
全
財
政
を
確

立
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
に
予
算
編
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
で
三

億
四
千
六
百
七
十
万
七
千
円
と
な
り
前

年
対
比
七
・
六
%
の
伸
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ム
議
案
第
十
四
号
昭
和
五
十
五
年
度

玉
川
村
広
域
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

(
案
〉
に
つ
い
て

公
営
企
業
d
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は

一
般
会
計
と
異
な
り
比
較
的
弾
力
性
を

も
っ
て
編
成
さ
れ
、
小
さ
な
・規
模
で
の

独
立
採
算
は
困
難
で
ーあ
り
ま
す
、
つ
き

ま
し
て
は
、
木
村
の
経
営
に
つ
い
て
も

建
設
時
の
企
業
債
還
金
等
も
あ
り
ま
す

の
で
一
般
会
計
よ
り
一
千
八
百
万
円
の

補
助
金
を
繰
入
れ
事
業
総
額
三
千
九
百

十
四
万
九
千
円
と
し
、
叉
資
本
総
額
は

一
ニ
百
五
十
二
万
円
で
編
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

収
入
役
に
草
野
豊
氏
再
任

ム
議
案
第
十
五
号
収
入
役
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

三
月
九
日
で
任
期
満
了
と
な
る
収
入

役
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
現
収
入
役
の

草
野
豊
氏
が
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

ム
選
挙
第
一
号
、
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
並
び
に
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
並
び
に
補
充

員
の
任
期
が
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
た
め
議
会
の
選
挙
が
行
な

わ
れ
、
次
の
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

。
選
挙
管
理
委
員

大

字

川

辺

小

針

金

一

大

字

竜

崎

鈴

木

吉

之

大

字

北

須

釜

草

野

勇

蔵

大

字

南

須

釜

小

貫

麗

人

。

補

充

員

頗

位

大

字

中

小

針

広

ニ

第

一

大
字
山
小
屋
石
森
辰
治
第
二

大

字

竜

崎

小

林

元

一

第

三

大

字

吉

有

賀

重

夫

第

四

尚
、
こ
の
補
充
員
は
選
挙
管
理
委
員

が
欠
け
た
時
に
第
一
瀬
位
か
ら
繰
上
げ

て
当
選
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

口
採
択
さ
れ
た
請
願

ム
受
理
番
号
第
一
号
大
字
川
辺
字
和

尚
平
東
屋
敷
地
内
村
道
舗
装
に
伴
う
資

材
提
供
に
関
す
る
請
願

川
辺
区
長
坂
本
菊
雄
よ
り
提
出
さ
れ

た
も
の

ム
受
理
番
号
第
二
号
大
字
川
辺
字
武

道
地
内
の
村
道
簡
易
舗
装
工
事
に
関
す

る
請
願

川
辺
区
長
坂
本
菊
雄
よ
り
提
出
さ
れ

た
も
の

ム
受
理
番
号
第
三
号
大
字
小
高
字
東

ノ
前
溝
井
正
吉
氏
宅
東
よ
り
俗
称
(
北

裏
〉
神
社
の
下
を
経
て
、
小
、
中
学
校

保
育
所
に
通
じ
る
東
耕
地
地
内
の
重
要

産
業
道
路
並
び
に
通
学
路
の
舗
装
工
事

の
請
願

小
高
区
長
関
根
好
光
よ
り
提
出
さ
れ

た
も
の

以
上
の
三
件
共
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

口

一
般
質
問

は
誠
に
容
易
・
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
石
油
問
題
に
端
を
発
し
た
諸
物
価

の
値
上
り
、
か
つ
て
な
い
公
定
歩
合
の

引
上
げ
、
対
外
貿
易
の
複
雑
化
等
々

就
任
を
期
待
し
て
、
私
は
退
任
の
覚
悟
私
達
を
取
り
ま
く
経
済
事
清
か
ら
今
後

で
お
り
ま
し
た
が
、
任
に
と
ど
ま
る
よ
村
財
政
も
ま
た
容
易
で
な
い
も
の
が
あ

う
要
請
が
あ
り
、
再
三
辞
退
い
た
し
ま
る
こ
と
を
痛
感
L
、
一
層
任
の
重
さ
に

し
た
が
、
た
っ
て
の
留
任
要
請
に
遂
お
身
の
引
き
し
ま
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

う
け
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
去
る
三
月
し
か
し
な
が
ら
お
引
受
け
し
た
以
上
全

定
例
議
会
に
於
て
同
意
が
あ
り
再
度
就
力
を
傾
注
し
て
職
務
の
遂
行
に
あ
た
る

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
勿
論
浅
覚
悟
勺
ご
ざ
い
ま
す
。

学
界
才
そ
の
伍
で
な
い
こ
と
は
充
分
承

一
三
何
卒
旧
に
倍
し
て
の
ご
支
援
ご
協
力

如
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
異
状
な
内
の
程
よ
一ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ご
挨
拶

外
の
諸
情
勢
、
特
に
現
下
の
経
済
事
情
と
い
た
し
ま
す
。

三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
四
名
の
議

員
か
ら
次
の
よ
う
な
一
般
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

。
小
針
武
夫
議
員

同
、
畜
産
対
策
に
つ
い
て

口
、
野
菜
の
振
興
対
策
予
冷
産
建
設

推
進
に
つ
い
て

。
鈴
木
吉
之
議
員

付
、
一
般
農
政
問
題
に
つ
い
て

口
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て

。
佐
藤
一
男
議
員

ハ
円
、
不
動
産
業
者
に
よ
る
乱
開
発
規

制
に
つ
い
て

∞
、
火
災
に
備
え
て
仮
設
住
宅
準
備

に
つ
い
て

骨
、
子
供
の
遊
び
場
設
置
に
つ
い
て

側
、
生
活
雑
排
水
の
専
用
水
路
設
置

に
つ
い
て

師
、
減
反
作
付
及
び
経
営
指
導
に
つ

い
て

。
境
田
孝
意
議
員

ハ
円
、
市
町
村
防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
口
、
村
道
の
計
画
整
備
に
つ
い
て

最
後
に
小
針
村
長
よ
り
三
月
三
十
日

で
任
期
満
了
に
な
る
議
員
各
位
に
対
し

全
村
民
を
代
表
し
て
心
か
ら
な
る
感
謝

と
敬
意
を
表
さ
れ
五
日
間
の
会
期
を
閉

じ
ま
し
た
。



~一一げや安全は家庭
一の
中
…がぶり
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じっ一時指針一一日一一い

本金母素通安全運動はほる
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老人の使 秘

が
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
通
学
路

を
何
回
か
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、
信
号
の
見
方
や
正

し
い
横
断
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

具
体
的
に
教
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

。

〉「
J

桜
の
新
学
期
を
迎
え
て
、
四
月
四
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
二
日
間
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
新
入
学
〈
園
〉
に
も
あ

た
り
ま
す
の
で
、
特
に
子
供
の
交
通
事

故
防
止
を
運
動
の
重
点
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
児
童
、
~園
児
に
対
し
、
「
愛

の
一
声
」
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ

、。、U

事
故
を
防
止
す
る
う
え
で
大
切
で

す
。

<一口医学>

¥
運
転
者
の

/
|
i
み
な
さ
ん
に
お
願
い

春
先
は
、
通
学
(
園
)
路
に
な
れ
な

い
新
入
学
〈
菌
〉
児
が
多
く
、
大
変
危

険
な
道
路
環
境
で
す
。

ま
ず
、
子
供
を
見
か
け
た
ら
赤
信
号

.
・
・
・
・
・
停
止
と
徐
行
を
忘
れ
ず
に
。

ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
躍
日
や
時

間
に
よ
っ
て
車
の
量
や
人
通
り
な
ど

交
通
状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
、
あ
わ

せ
て
注
音
山
し
ま
し
ょ
う
。

年
を
と
る
と
、
多
く
の
人
が
便
秘

が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
胃
腸
の

緊
張
が
低
下
し
、
腸
の
ぜ
ん
動
運
動

も
弱
く
な
る
か
ら
で
す
。

便
秘
が
あ
る
と
、
お
腹
が
は
り
、

頭
が
痛
く
、
肩
が
こ
る
な
ど
、
気
分

が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
い
き
む
こ

と
は
血
圧
を
上
げ
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
老
人
の
便
秘
は
、
大

腸
、
直
腸
ガ

γ
を
原
因
と
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
が
必
要

で
す
。

便
秘
を
治
す
に
は
繊
維
の
多
い
食

物
を
十
分
に
と
る
こ
と
、
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
若
い
人
な
ら
腸
の
ぜ
ん

動
を
よ
く
し
て
効
果
的
で
す
が
、
老

人
の
場
合
は
、
繊
維
の
多
い
も
の
を

と
り
す
ぎ
る
と
お
腹
が
は
り
、
か
え

っ
て
苦
し
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
よ
り
腸
を
刺
激
す
る
物
質
を
含
ん

で
い
る
食
物
を
多
く
と
っ
た
ほ
う
が

よ
く
、
果
物
、
ゼ
リ

l
、
か
ん
て
ん

牛
乳
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

適
当
な
運
動
を
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
し
、
便
通
は
習
慣
に
な
り
ま
す

か
ら
、
朝
食
後
は
グ
ズ
グ
ズ
し
な
い

で
必
ず
ト
イ

レ
に
立
つ
習
慣
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

お
母
さ
ん
方
に
お
願
い

-
余

所
の
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
専
門
の
相

談
員
を
配
置
し
、
毎
日
交
通
事
故
の
た

め
の
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
が

遠
隔
地
の
交
通
事
故
の
当
時
者
や
、
そ

の
家
族
の
利
便
を
配
慮
し
、
定
期
巡
回

相
談
個
所
と
日
程
の
拡
充
を
図
り
、
相

談
に
当
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

巡
回
相
談
日
程
は
別
表
の
と
お
り
。

新
入
学
児
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
は

学
校
の
行
き
帰
り
が
、
と
く
に
心
配
で

し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
、

次
の
点
に
は
特
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

福
島
県
で
は
、
交
通
事
故
の
被
害
者

や
加
害
者
救
済
の
た
め
、
県
庁
の
県
政

相
談
室
と
会
津
、
い
わ
き
各
行
政
事
務

通
学
路
を
実
際
に
歩
い
て
み
よ
う

通
学
時
間
に
合
わ
せ
、
お
母
さ
ん

相所¥ 談
郡山市 須賀川市

石川町
棚倉町 自河市

県合同 中央 中 央 県合同

庁舎 公民館
役場

公民館 庁舎
月

4 4日 10日 25自 24日 3日l

5 6 12 27 26 7 

6 4 10 25 26 5 

7 4 10 25 24 3 

8 4 12 25 26 5 

9 4 10 25 26 5 

10 6 13 27 28 7 

11 4 10 25 26 5 

12 4 10 25 26 5 

1 6 12 27 26 5 

2 4 10 25 26 5 

3 4 10 25 26 5 

2月22日酒酔い運転によ=5事故(川辺字中沖地内〉

就
寝
前
に
翌
月
の
持
ち
物
を
準
備

さ
せ
、
当
日
忘
れ
も
の
な
ど
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
時
間
的

に
も
す
分
余
裕
を
も
っ
て
送
り
出
す

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

途
中
で
忘
れ
も
の
に
気
が
つ
い
て

あ
わ
て
て
取
り
に
戻
っ
た
り
、
遅
刻

し
そ
う
に
な
っ
て
急
い
だ
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

昭和 55年 度

交通事故定期巡回相談日程

午前日時~午後 3時開設時間

-
帰
宅
時
間
を
約
束
さ
せ
よ
う

学
校
が
終
わ
っ
た
ら
、
寄
り
道
を

し
な
い
で
、
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
さ
せ
る

よ
う
に
し
、

帰
宅
時
間
を
約
束
さ
せ

し
っ
か
り
守
ら
せ
る
こ
と
も
、
交
通



たまかわ

建，
国
と
郷
土
を
考
え
る

国
勢
調
査
の
は
な
し
②

広報

「
一
一
人
で
停
止
」
〈
韓
国
)

「
二
人
適
当
、
三
人
ぜ
い
た
く
、

四
人
反
社
会
」

(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

「
夫
婦
は
二
人
、
子
供
も
二
人
」

〈
イ
ン
ド
〉

い
ず
れ
も
、
人
口
の
増
加
に
悩
ん
で

出
生
抑
制
を
呼
び
か
け
る
標
語
で
す
が

深
刻
な
お
国
の
事
情
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
何
年
も
の
問
、
人
口
が

増
え
も
し
な
い
し
減
り
も
し
な
い
、
い

わ
ば
車
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態

を
「
静
止
人
口
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

人
口
が

η
静
止
H

す
る
に
は
、
適
度

な
出
生
抑
制
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
に

は
夫
婦
が
平
均
二
・
一
人
の
子
供
を
持

つ
状
態
が
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
い
わ
れ
ま
す

早
い
話
が
、
親
二
人
・
子
供
二
人
の

世
代
の
交
代
が
続
く
限
り
、
人
口
は
横

ば
い
と
い
う
勘
定
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
中
に
は
子
供
を
産
ま
な

い
夫
婦
が
い
た
り
、
子
供
が
親
に
な
る

ま
で
に
死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
分
を

0
・
一
人
見
込
ん
で
い

る
の
で
す
。

わ
が
国
の
場
合
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
出
産
力

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
夫
婦
一
組
当
た

り
の
子
供
の
数
は
、
次
の
通
り
で
す
。

四
十
二
年
ニ
・
二

O
人

四
十
七
年
一
・
九
二
人

五
十
二
年
一
・
八
九
人

こ
の
数
字
を
見
る
限
り
、
二
・
一
人
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E
r
-
-
'
;
t
・2
t
i
t
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t
E
f
i
t
J
E
Jミ
f
}
1
J
1
J

ま
っ
た
o

d

・

わ

が

村

の

伝

説

内

体
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
}

十

九

夜

観

世

音

菩

薩

い

か

に

鬼

女

と

は

い

い

、

ど

う

す

る

こ

へ
と
も
で
き
ず
、
あ
べ
こ
べ
祐
慶
に
捕
ら
の

(

蒜

生

字

羽

根

石

〉

え

ら

れ

て

し

ま

っ

た

。

~

こ
う
し
て
、
世
間
に
さ
ん
ざ
ん
盛
岡
を

旅
人
を
泊
め
て
は
殺
し
、
金
品
を
ら
に
あ
ば
ら
や
が
あ
っ
て
、
一
人
の
老
な
し
た
鬼
婆
も
、
観
音
様
の
霊
験
に
よ

J

い
奪
い
と
り
、
あ
げ
く
の
は
て
に
は
妊
婆
が
住
ん
で
い
た
o

っ
て
退
治
さ
れ
、
安
達
ガ
原
は
、
も
と
・

~
婦
の
生
き
肝
ま
で
と
っ
た
と
い
う
早
速
一
夜
の
宿
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
の
静
か
な
原
野
に
も
ど
っ
た
。

九
奥
州
安
達
ガ
原
の
鬼
女
物
語
は
、
昔
老
婆
は
心
よ
く
開
き
入
れ
、
家
の
中
に
祐
慶
は
、
こ
の
地
に
一
宇
の
寺
と
へ

〈

か

ら

広

く

世

間

に

知

ら

れ

て

き

た

が

入

れ

て

く

れ

た

。

観

音

堂

を

建

立

し

て

、

「

白

真

弓

山

」

山

)
こ
の
鬼
女
を
、
法
力
で
見
事
に
退
治
い
ろ
り
ば
た
で
暫
く
話
し
こ
ん
で
い
と
命
名
し
、
鬼
婆
の
手
に
か
か
っ
て
亡
〉

。

じ

や

り

、

一

く

な

っ

た

旅

人

達

の

霊

を

、

ね

ん

ご

ろ

し
た
東
光
均
阿
閣
梨
祐
慶
こ
そ
大
る
う
ち
に
、
た
き
火
が
残
り
少
な
く

r

M

〈
字
蒜
生
字
羽
根
石
の
観
音
堂
(
ご
本
っ
て
き
た
o

に

供

養

し

た

。

の

そ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
行
脚
を
続
け
七

V

尊
仏
、
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
)
を
創
老
婆
は
、
木
を
取
っ
て
く
る
と
い
っ

l

h

祐
箆
は
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
蒜
生
の
郷

~
建
し
た
修
験
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
立
ち
上
っ
た
が
、
私
が
戻
る
ま
で
じ

、

，

、

に

や

っ

て

き

n

-

o

M

て

い

る

。

っ

と

し

て

お

る

よ

う

に

と

弘

度

も

含

f

n

ん
び
ょう

o

，

こ
こ
で
、
信
仰
厚
い
里
人
た
ち
の
要
へ

時
代
非
、
天
平
年
間
(
七
二
九
か
を
お
し
て
外
に
出
て
い
っ
た

M

、
l

請
で
、
如
意
輪
十
九
夜
観
世
音
菩
畿
を
山

ら
四
九
〉
の
昔
に
さ
か
の
ぎ
る
。
こ
れ
を
怪
し
ん
だ
祐
慶
は
事
置
の

h

(

ぎ

よ

う

き

御

本

尊

ム

と

す

る

、

観

音

堂

を

建

立

し

川

紀
州
那
智
の
行
者
祐
慶
は
、
行
基
戸
を
そ
っ
と
開
け
て
見
て
、
腰
を
放
か
ィ

こ
o

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

い
十
一
一
口
躍
の
御
作
と
伝
え
ら
れ
る
、
一
尺
さ
ん
ば
か
り
に
仰
天
し
て
し
ま
っ

T

H

こ
れ
が
、
伝
説
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
門

~
七
寸
の
観
音
像
を
背
負
っ
て
、
諸
国
そ
こ
に
は
、
人
の
骨
が
一
杯
あ
っ
た

H

が
、
別
説
に
よ
る
と
、
こ
の
鬼
婆
こ
そ

J

(

の

霊

場

を

め

ぐ

り

修

業

を

続

け

て

い

こ

れ

は

大

変

だ

と

、

観

音

様

を

背

負

う

て

H

源
頼
義
に
滅
ば
さ
れ
た
安
倍
貞
任
・
安

た
o

が
早
い
か
、
裏
口
か
ら

一
目
散
に
逃
げ

2

刊

任
の
実
母
で
、
安
倍
家
を
再
興
し
た
い

木
枯
ら
し
の
吹
く
晩
秋
の
こ
と
で
だ
し
た
。

H

一
念
か
ら
鬼
婆
に
身
を
や
っ
し
、
軍
資
ハ

~

あ

っ

た

。

ほ

ど

な

く

戻

っ

て

き

た

老

婆

は

、

こ

金
e

つ
く
り
に
旅
人
を
殺
し
、
金
口
問
を
奪

祐
慶
は
奥
州
二
本
松
の
安
達
ガ
原
れ
に
気
付
き
、
逃
す
も
の
か
と
追
い
か

っ
た
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
c

で
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
こ

0

7

た

。

、

川

つ
る
べ
落
し
の
秋
の
…
;
、
す
で

L

そ
の
足
の
早
い
こ
と
、
ま
る
で
走
馬
し
ず
れ
に
せ

1
、
二
本
松
市
安
達
ガ
…

た

あ

ま

ち

、

原

の

周

辺

に

は

真

弓

と

名

の

付

く

地

~
に
落
ち
て
、
す
す
き
の
生
え
茂
る
荒
の
よ
う
で
、
忽
ち
に
ル
吋
祐
慶
は
追
し
名
や
建
物
な
ど
が
あ
り
、
蒜
生
部
落
と
一

…
野
に
は
、
刻
一
刻
と
タ
闘
が
迫
っ
て
つ
め
ら
れ
て
し
ま
っ

7

の
か
か
わ
り
を
物
語
っ
て
い
る
o

ん

い
た
o

最
早
こ
れ
ま
で
と
、
す
っ
か
り
観
念

せ

め

て

雨

露

を

凌

ぐ

小

屋

で

も

あ

し

た

祐

鹿

は

、

背

か

ら

観

音

様

を

お

ろ

)

町
れ
ば
と
、
気
を
配
り
な
が
ら
足
早
に
し
、
お
折
り
を
し
た
。

-

E

1

九

〈
歩
い
て
い
る
と
、
は
る
か
前
方
に
か
す
る
と
、
不
思
議
に
も
走
馬
の
よ
う

h
除
多
/
/
弓
園
田
贋
曹

H

す

か

な

灯

が

自

に

と

ま

っ

た

。

な

勢

い

で

追

い

か

け

て

き

た

老

婆

が

勾

U

副
町
引

h
仁い‘

灯
を
た
よ
り
に
行
っ
て
み
る
と
怠
に
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
「
へ
な

da低
周
辺
許
可
也
曹
司

1

.

奇

怪

な

岩

屋

が

あ

り

、

そ

の

か

た

わ

へ

な

」

と

、

地

面

に

う

ず

く

ま

っ

て

し

山
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広報

一
日
盟
実
涯
一
一
金
一
の
保
険
料
販
一
憲
一
紘
一
一
駅
伝
mmm…

去
年
の
四
月
か
ら
今
年
の
三
月
分
ま
互
い
に
注
意
し
合
い
御
協
力
を
よ
ろ
し

で
の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も
う
納
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

め
ま
し
た
か
。
ま
だ
、
納
め
て
い
な
い
尚
、
今
後
も
こ
の
よ
う
に
決
ま
り
が

方
は
早
目
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
守
ら
れ
な
い
場
合
は
、
危
険
物
の
収
集

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
万
一
業
務
を
全
面
的
に
廃
止
い
た
し
ま
す
。

事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
母

子
年
金
、
将
来
の
老
齢
年
金
さ
え
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

も
し
、
今
年
三
月
以
前
の
保
険
料
に

納
め
忘
れ
が
あ
れ
ば
、
二
年
前
ま
で
の

分
な
ら
、
あ
な
た
の
住
所
を
管
轄
す
る

社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一

年
分
を
前
納
で
き
ま
す
。
今
年
か
ら
、

あ
な
た
も
こ
れ
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

こ
う
，す
る
と
、
三
カ
月
ご
と
に
納
め
る

手
数
も
は
ぶ
け
て
、
納
め
忘
れ
も
な
く

な
り
ま
す
。
納
付
額
も
分
納
な
ら
年
に

四
五
、
二
四

O
円
で
す
が
、
一
別
納
な
ら

四
回
、
一
五

O
円
に
割
引
か
れ
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
住
民
課
国
民
年
金

係
ま
た
は
須
釜
支
所
で
御
相
談
を
。

8 昭和55年 4月1f:1 No. 1 64 たまかわ

厳
守
事
項

-
危
険
物
〈
空
ピ
ン
、
空
缶
、

4

ガ
ラ
ス

な
ど
家
寵
で
不
要
と
な
一っ
た
物
〉
以

外
は
絶
対
に
出
さ
な
い
こ
と
。

・
生
ゴ
ミ
、
タ
イ
ヤ
、
J

木
材
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
調
味
料
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
、
農
薬
な

ど
の
劇
物
、
紙
類
、
そ
の
他
燃
え
る

物
な
ざ
は
絶
対
に
出
さ
な
い
こ
と
0

・
危
険
物
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
飛
散

し
な
い
よ
う
し
っ
か
り
紐
で
縛
る
こ

と
。
門
紙
袋
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
〉

・
危
険
物
の
収
集
は
毎
月
一
回

小

1
日
、
西
部
地
区
〉

(
2
日
、
東
部
地
一
弘
〉

当
日
の
朝
8
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た

収
集
場
所
へ
出
す
こ
と
。

・
危
険
物
埋
立
地
へ
一
般
の
方
が
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
決
め
ら

れ
た
日
(
朝
8
時
ま
で
〉
に
、
決
め

ら
れ
た
場
所
へ
出
し
て
下
さ
い
。

※
危
険
特
埋
立
処
分
場
管
理
人

有
賀
清
一
郎

玉
川
村
大
字
吉
西
西
ノ
内
三

力
剣
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